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もくぞうだいにちにょらいざぞう　木造大日如来坐像

もくぞうからじし　木造唐獅子

県指定
所在地：小原

市指定
所在地：立町

智挙印
ちけんいん

を結ぶ金剛界の
大日如来像である。面部
は端正そのもの、肉どり
も豊かである。条帛

じょうはく

や裳
も

の衣文は浅く、簡潔に彫
られている。両膝を大き
く張って、安定よく結跏
趺坐する。
寄木造で、幹部は前後
に矧

は

ぐが、前面のみ首で
割矧ぎ、膝部を寄せてい
る。平安時代の特徴を持
つ優品である。
大日堂所在。像高97㎝。

文化4年（1807）2月18
日、立町が大火に見まわ
れた際、類焼して寺は焼
失したが山門だけは猛火
に包まれながらも焼け残
ったという。あまりの不
思議さに、「この唐獅子が
火焔を吹き消したのだ」
と言われる。姿態と表情
の優秀さを物語る、唐獅
子にまつわった面白い伝
説である。
尊宝寺山門の屋根下の
梁にうずくまっている。
ケヤキ一木造。
高さ75㎝。


